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セ ジ ロ ウ ン カ の 被 害 解 析

第1報 水稲 生育 初期 にお ける成虫 密度 と被 害 との 関係

清田 洋次 ・奥原 國英(熊 本県農業研究センター)

Damage analysis of rice plants caused by the white-backed planthopper. (1) 
Relation between adult density and damages on the early stage of riceplants. 
Hirotsugu KIYOTA and Kunihide OKUHARA (Kumamoto Prefectural Agricultural Re-
search Center, Kooshi, Kumamoto 861-11)

水稲 の飛来性害 虫であるセジロウンカは,移 植直後の

6月 下旬一7月 上 旬に多数飛来 し,成 虫の産卵および成

幼 虫の吸汁 によって,水 稲の幼苗 に被害 を与 える。 しか

し,8月 中旬 には圃場密度 が低下す るため,そ の被害 は

トビイ ロウンカの坪枯れ ほど明 白で なく,従 来か ら トビ

イ ロウ ンカよ りも軽度 な害虫 とみ な されて きた。そのた

め,九 州 地域 で は,糸 賀 ・酒 井(1953),森 ・都 外川

(1953),末 永(1959)以 来 セ ジロウ ンカの被害解析の

報 告はない。 しか しその 後,'栽 培様式が成苗手植 えから

稚苗 ・中苗機械移植 に変遷 し,移 植時期 も早期化 しつつ

あ る。一方 セジロウンカは,1981年 か ら飛 来時期 が早 ま

り,ト ビイロウンカの飛来量に対す るセジロウンカの飛

来量の比率 も高 まってい る(寒 川,渡 邊1989)。 この よ

うな背景か ら,現 在の栽培様 式下でのセジロウンカの被

害 を再検討す る必要が ある。本試験 は,普 通期水稲の生

育初期 に成虫 を放飼 して,飛 来成虫 と第1世 代幼虫 によ

る生育阻害お よび収量に与 える影響 を検討 した。

 報告 にあたり,供 試虫の提 供 と指導助言 いただい た九

州農業試験場の寒川一成室長 と渡邊朋也技官 に感謝の意

を表す る。

試 験 方 法

熊本県菊池郡 合志町に所在 する農産 園芸研究所の水田

圃場 に,水 稲品種 ヒゴ ノハナ(穂 数型)の 中苗 を6月22

日に機械移植 した。移植直 後に6株 を網枠(透 明ポ リエ

チ レン網,0.6×0.6×1.0m)で 囲み,下 記の とお りに

成虫 を放飼 した。

1.放 飼 方 法

移植11日 放飼 区では九州農業試験場か ら譲渡 されたセ

ジ ロウンカを室 内で増殖 し,72時 間内 に羽化 した雌成虫

を,7月3日 に1株 当 り0,5,10,20頭 になるよ うに

それ ぞれ網枠 内 に放飼 した。 また雌成 虫 も同 数放飼 し

た。

移植20日 後放飼 区で は7月11日 に飛来 した雌 成虫 を12

日に採集 し,移 植11日 後放飼区 と同様の密度に網枠 内に

放飼 した。両放飼 区とも各密度4反 復 とした。

2.調 査 方 法

放飼成虫 から発生 した幼虫密度は,移 植11日 後放飼 区

で は7月18日,移 植20日 後放飼区では7月24日 に トレボ

ン粉剤 を散布 し,株 元 に落下 した幼虫を数えた。網枠 は

両区 とも7月28日 に撤去 した。

 稲 の生育 は乳7月19日,31日,8月11Bの3回,稈

長 ・穂長 ・穂数 は10月11日,収 量は10月21日 に刈取 り,

それ ぞれ熊本県主要作物調査基準(稲 の部)に 従い調査

した。

結 果 お よ び 考 察

試験 区の発生幼 虫数,お よび稲 の生育 ・収量調査の結

果 を第1,2表 に示 した。

放 飼 した成虫か ら発生 した幼虫密度 は,移 植11日 お よ

び20日 後放飼区 とも,同 様 な増加率 を示 し,5～10頭 区

は,4.8～6.0倍,20頭 区 は,3 .3倍 であ った。20頭 区が

5～10頭 区に比べ,増 加 率が低 くなった原因は,20頭 区

に流 れ葉が出現 したため,成 虫 の産卵場所の確保および'

幼 虫の吸汁 などが困難 とな り,末 永 室内試験 と同様

に密 度効果 がはた らいたためと考 えられ る。

移植11日 後放飼 区は,放 飼成虫 が多いほ ど草丈の伸長,

茎 の分げつが抑制 され,成 幼虫 による加害の影響 が認 め

られ た。成幼虫の加害 がなくなった以降 も,そ の影響 は

継続 した。 その結果,成 熟期の穂長,穂 数が減 少 し,減

収 となった。

移植20日 後放飼区 は,草 丈,茎 数が移植11日 後放飼区

と同様 に抑制 され,成 幼虫 による加害の影響 が認め られ

た。 しか し5～10頭 区 は,成 熟期の調査 時に稈長,穂 長,

穂数 が無処理区 とほぼ同等 とな り,精 籾重 および精玄米

重 も減 少 しなかった。20頭 区では,収 穫期 まで回復せず,
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第1表 移 植11日 後 放 飼 区 の 稲 の 生 育 と 収 量

第2表 移 植20日 後 放 飼 区 の 稲 の 生 育 と 収 量

第3表 放飼成虫数 ・発生幼虫数と生育 ・収量構成要素間
の相関係数n=16

*5%.**1%

減収 とな った。

放 飼成虫数 と生育 ・収量 との相 関関係を第3表 に示 し

た。 移植11日 後放飼区は,放 飼成虫数 と草丈,茎 数,穂

数,1穂 当た り籾数,精 玄米重との間に有意 な負の相 関

が認 められ た。移植20日 後放飼 区は,草 丈,茎 数のみ に

負の相 関が認 められ た。

以上 の結果 から,生 育初期のセ ジロウ ンカの加害 は,

草丈の伸長お よび分 げつを抑制 し,そ の程度 は,飛 来時

期が早 いほど,す なわち移植 日に近いほど 大きく,飛 来

時期 が遅いほ ど軽減 され る。また加害 後は,稲 体の補償

作用 によって回復す る。 しか し,セ ジロウンカの被害が

大 きい場合 は,分 げつ数お よび穂 数へ の影響 によって,

籾数が減 り,減 収 となる。その ため,要 防除水準 を策定

す る場合 は,移 植後の経過 日数毎 に設定す る必要が ある。

加害 が遅いほど被害の程度が軽 くなる現象は,分 げつ

茎の増加 による被害分散か,茎 の硬化 などによる防御作

用か検討す る必要が ある。
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